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町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成
22
年
の
輝
か
し
い
新
春

を
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
22
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町長　安久津勝彦

議長　吉田　敏男

　

昨
年
は
、
幸
い
に
大
き
な
災
害
も
な
く
比

較
的
平
穏
な
１
年
で
あ
り
、
町
政
全
般
に
お

い
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
各
関

係
機
関
団
体
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
の
下
、

順
調
に
推
移
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
先
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
い
て
、
民
主
党
の
歴
史
的
勝
利

に
よ
り
政
権
交
代
が
実
現
し
、
本
町
出
身
の

国
会
議
員
２
名
が
誕
生
す
る
と
い
う
大
変
う

れ
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
町
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
世
界
的

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
氏

が
代
表
を
務
め
る
「
モ
ア
・
ト
ゥ
リ
ー
ズ
」

と
足
寄
町
ほ
か
３
町
で
構
成
す
る
「
森
林
バ

イ
オ
マ
ス
吸
収
量
活
用
推
進
協
議
会
」が
「
森

林
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
基
本
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
本
協
定
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
恵
ま

れ
た
森
林
資
源
を
生
か
す
た
め
、
新
た
な
仕

組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
広
大
な
土
地
を
生
か
し
放

牧
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
牛
乳
が
、
関
東
甲

信
越
地
区
限
定
で
は
あ
り
ま
し
た
が
試
験
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
「
放
牧
酪
農
推
進
の
ま
ち
」

に
ふ
さ
わ
し
く
、
お
い
し
く
安
心
・
安
全
な

牛
乳
を
今
後
も
提
供
で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
あ

し
ょ
ろ
や
生
産
者
等
と
連
携
を
図
り
、
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
に
大
き

な
変
化
は
な
く
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
先
般
、
町
総
合
開
発
審
議
会

か
ら
答
申
を
得
ま
し
た
後
期
５
カ
年
の
第
５

次
総
合
計
画
に
基
づ
き
「
住
民
一
人
ひ
と
り

が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
て
暮
ら
せ
る

あ
た
た
か
く
快
適
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
夏
に
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
政
権
交
代
が
あ
り
ま

し
た
。
経
済
情
勢
が
低
迷
す
る
中
、
新
政
権

に
は
景
気
回
復
の
仕
組
み
作
り
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
い
、
夏
休
み
明
け

の
小
・
中
学
校
で
は
学
級
閉
鎖
や
学
校
閉
鎖

が
相
次
ぎ
、
本
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

さ
て
、
世
界
の
金
融
市
場
の
混
乱
が
示
し

て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
経
済
構
造
が
大
き
く

変へ
ん

貌ぼ
う

し
、
社
会
構
造
そ
の
も
の
が
激
し
く
変

動
し
て
お
り
ま
す
。
足
寄
町
を
取
り
巻
く
環

境
も
極
め
て
厳
し
く
、
景
気
の
低
迷
、
過
疎
、

雇
用
環
境
の
悪
化
、
少
子
化
な
ど
、
さ
ら
に

は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
林
業
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
な
ど
、
ま
さ
に
変
転
目
ま
ぐ
る

し
く
、
試
練
の
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
経
済
は
も
と
よ
り
、
行
政
課
題
は
山
積

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ

そ
町
民
の
知
恵
を
結
集
し
、
さ
ら
な
る
本
町

発
展
の
た
め
、
邁ま

い

進し
ん

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
逼ひ

っ

迫ぱ
く

す
る
地
方
財

政
も
、
好
転
の
兆
し
が
な
か
な
か
見
え
て
ま

い
り
ま
せ
ん
が
、
多
様
な
住
民
要
望
に
応
え

て
い
く
た
め
に
、
行
財
政
改
革
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
希
望
の
持
て
る
町
政
の
実
現
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

足
寄
町
議
会
は
、
執
行
機
関
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
代
表
と
し
て
自
治
体
の
運
営
に

責
任
を
負
っ
て
お
り
、
町
行
政
を
取
り
巻
く

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
克
服
の
た
め
、
よ
り
一

層
の
努
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
が
、
足
寄
町
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ま

方
に
、
明
る
い
未
来
と
希
望
に
満
ち
た
１
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

ま
ち
の

台
所

平成20年度決算状況

一　般　会　計

平成20年度の予算・決算状況と21年度の予算執行状況をお知らせします。
皆さんが納めた税金や国の補助金はどのように使われているのでしょうか。
足寄町の家計簿を表やグラフで表してみました。
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平成20年度決算状況

まちづくりに83億5,121万7,913円が使われました

主な事業を紹介します

2,186万０千円

　明治41年４月１日に、足寄外３

カ村戸長役場が開庁されてから、

平成20年で１００年を迎えた。未

来に向け躍進を続けるまちづくり

を行う契機とするため開町１００

年記念事業を実施した。

主な記念事業：開町１００年記念

式典、松山千春ふるさとコンサー

ト、ふるさと１００年まつり、Ｎ

ＨＫのど自慢、映画上映会など

開町１００年記念事業

2,255万５千円

　戸籍事務の正確性の確保と効率

化、個人情報保護の強化、住民サ

ービス向上を図るため、戸籍電算

化を行い、平成20年９月から運用

を開始した。

戸籍電算化事業

5,500万０千円

　若干の支援が必要な高齢者が安

心して暮らせる住まい、障がい者

の地域生活移行を支援するための

住まいとして「共生型自立支援ハ

ウス」の整備を行ったＮＰＯ法人

に、国の交付金を活用し支援を行

った。認知症高齢者通所介護施設

も併設されており、通所希望待機

者の解消につながった。

地域介護・福祉空間整備事業

9,291万６千円

　新規就農者の実習・研修受け入

れ体制の充実を図り、農業の担い

手を確保するため、国の農山漁村

活性化プロジェクト支援交付金を

活用し、芽登地区に新規就農者宿

泊研修施設を建設した。

木造２階建て延べ床面積 363.75㎡
（居室、会議室、研修室）

農山漁村活性化プロジェクト支援事業

5,767万４千円

　農作物や人畜に対する鳥獣被害

の防止を図るため駆除を行った。

また、足寄町有害鳥獣被害対策協

議会が国の補助を受けて実施する

侵入防止柵設置事業（34㎞）等に

対して、国の補助残を負担した。

野生鳥獣対策事業

１億0,453万８千円

・足寄駅前地区

　平成17～21年度の５カ年計画で、

旧貯木場跡地等の区域において低

未利用地の解消や未整備道路の整

備を行う。平成20年度はガーデン

アイランドの植栽、南１丁目・北

３丁目通歩道のバリアフリー化な

どを行った。

・銀河ホール21地区

　平成20～22年度の３カ年計画で、

銀河ホール周辺の整備を行う。平

成20年度は銀河ホール21東側地区

と西側地区とのアクセスを確保す

るための南１条通の調査設計等を

行った。

まちづくり交付金事業

２億2,124万８千円

　老朽化の進んだ下愛冠団地を旧

貯木場跡地に移転・建て替えを行

った。（３棟12戸建設、駐車場・

外構整備）

公営住宅建替事業

800万０千円

　町商工会が実施したプレミアム

付商品券の発行に係る経費に対し

補助を行い、地域経済の活性化と

町民の生活支援を行った。

プレミアム付商品券発行支援事業

２億9,995万８千円

　昭和41年建設の足寄小学校屋内運

動場を改築した。木造平屋 1,003㎡

足寄小学校改築事業

収入 1,069,098円
地 方 交 付 税 531,153円
町 税 110,000円
町 債 79,337円
国 庫 支 出 金 72,626円
諸 収 入 72,403円
繰 入 金 55,220円
道 支 出 金 52,509円
地 方 譲 与 税 23,061円
そ の 他 72,789円

支出 1,053,516円
公 債 費 219,489円
職 員 費 163,504円
農林水産業費 139,954円
土 木 費 130,473円
民 生 費 100,741円
衛 生 費 98,300円
教 育 費 83,547円
総 務 費 62,165円
そ の 他 55,343円

１人当たりに使われた
お金の内訳は

平成21年３月31日現在

人口　7,927人

目 的 別 借 入 先 別

平成20年度決算状況

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 収　　　　　入 支　　　　　出

上 水 道 事 業
収益的収支決算額 １億3,035万５千円 9,373万９千円

資本的収支決算額 5,507万２千円 １億2,243万９千円

病 院 事 業
収益的収支決算額 ９億3,038万１千円 ９億9,443万６千円

資本的収支決算額 6,721万６千円 8,279万８千円

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 歳 出 決 算 額 差　　　　　引

国 民 健 康 保 険 事 業 11億6,310万６千円 11億1,507万８千円 4,802万８千円

簡 易 水 道 5,207万３千円 5,207万２千円 １千円

老 人 保 健 １億7,808万８千円 １億5,772万９千円 2,035万９千円

公 共 下 水 道 事 業 ３億7,906万７千円 ３億7,901万８千円 4万９千円

介 護 保 険 ６億4,355万１千円 ６億3,834万５千円 520万６千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 ７億2,107万０千円 ７億2,106万７千円 ３千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ２億6,731万２千円 ２億6,731万２千円 ０円

後 期 高 齢 者 医 療 8,844万５千円 8,796万８千円 47万７千円

特　別　会　計

１億8,899万３千円

　公共下水道の整備・推進を図った。

・管渠新設工事　1,529ｍ

・管渠実施調査設計業務　ほか

公共下水道事業（特別会計）

６億4,915万３千円

　東通、校南通、区画道路の改良

舗装を行い、土地区画整理施行区

域内の公共施設の整備を図った。

土地区画整理事業（特別会計）

9,592万６千円

　国道拡幅工事に伴う配水管敷設

替工事、公営住宅整備事業に伴う

配水管拡張工事、土地区画整理事

業に伴う配水管拡張工事、下水道

事業に伴う配水管移設工事ほか。

配水管拡張・移設工事（企業会計）

町の財産
土地 121,826,013㎡
公 の 施 設 13,923,606㎡
宅 地 234,245㎡
山 林 96,386,748㎡
そ の 他 11,281,414㎡

建物 122,911㎡
学 校 23,291㎡
公 営 住 宅 28,680㎡
そ の 他 70,940㎡

車両 83台
乗用自動車 22台
軽 自 動 車 ５台
貨物自動車 23台
バ ス 14台
特殊自動車 12台

（ショベル、グレーダーなど）
そ の 他 ７台

基金 50億0,925万8千円
土地開発基金
 ２億1,990万２千円
その他の基金
 47億8,935万６千円

証券その他の権利
 ２億8,716万３千円

町が借りているお金【町債】

一般会計・借入残高　121億0,835万8千円
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平成21年度予算執行状況

平成21年４月から９月までの収入・支出状況です

一　般　会　計 一般会計　支出済額　33億5,620万3千円

企　業　会　計

会　　　　　計　　　　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入および支出 1億1,738万9千円 6,405万1千円 4,674万9千円

資本的収入および支出 1億6,317万5千円 75万5千円 3,372万1千円

病 院 事 業
収益的収入および支出 11億1,308万7千円 4億6,922万8千円 5億0,007万5千円

資本的収入および支出 6,197万4千円 3,897万0千円 4,191万8千円

会　　計　　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額 執 行 率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億9,956万４千円 ４億0,223万３千円 ４億7,764万３千円 39.8％

簡 易 水 道 6,900万４千円 448万０千円 1,462万０千円 21.2％

老 人 保 健 2,359万６千円 2,225万９千円 １万７千円 0.1％

公 共 下 水 道 事 業 ４億2,905万６千円 2,769万４千円 １億3,427万８千円 31.3％

介 護 保 険 ６億6,989万５千円 ２億6,635万６千円 ２億7,788万４千円 41.5％

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 10億7,228万８千円 179万４千円 ４億2,334万９千円 39.5％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 ３億1,913万２千円 7,943万０千円 １億1,693万０千円 36.6％

後 期 高 齢 者 医 療 9,610万５千円 2,578万２千円 2,725万９千円 28.4％

特　別　会　計

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

優
先
接
種
対
象
者
か
ら

予
防
接
種
が

始
ま
り
ま
し
た

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
本
町
で
も
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
優
先
接
種
対
象
者
か
ら
随
時
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始
ま

り
ま
し
た
。
予
防
接
種
は
健
康
被
害
（
重
症
化
防
止
な
ど
）、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
防
接
種
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
考
え
て
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
し
た
ほ

と
ん
ど
の
人
が
比
較
的
軽
症
で
、
タ
ミ
フ
ル

等
の
治
療
薬
が
有
効
な
た
め
数
日
で
回
復
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
基
礎
疾
患
（
糖
尿
病
・

心
疾
患
・
腎
疾
患
等
）
を
有
す
る
方
や
妊
娠

中
の
方
な
ど
は
重
症
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
非
常
に
強
い
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
感
染
予
防
の
徹
底
が
必

要
で
す
。
本
町
で
は
10
月
ご
ろ
か
ら
保
育
所

や
小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
に
感
染
が
拡
大

し
、
最
近
で
は
成
人
の
感
染
も
増
え
る
な
ど

全
体
で
の
感
染
へ
と
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
と
っ
て
有
効
な
手
段

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
万
能
の
解
決

策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
し
た
時
の
重
症

化
や
死
亡
を
防
止
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

接
種
後
の
は
れ
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
み
ら

れ
る
ほ
か
、
ま
れ
で
は
あ
り
ま
す
が
重
篤
な

副
作
用
を
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
考

え
た
上
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

ワ
ク
チ
ン
の
生
産
や
流
通
量
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
国
と
道
は
「
優
先
接
種
対
象
者
」

を
決
め
、
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
て
い

ま
す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
次

第
、新
聞
折
り
込
み
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

優
先
接
種
対
象
者
と
な
る
基
礎
疾
患

・
慢
性
呼
吸
器
疾
患　

・
慢
性
心
疾
患

・
慢
性
腎
疾
患　

・
慢
性
肝
疾
患

・
神
経
・
神
経
筋
疾
患　

・
血
液
疾
患

・
糖
尿
病　

・
小
児
科
領
域
の
慢
性
疾
患

・
治
療
に
伴
う
免
疫
抑
制
状
態　

ほ
か

※
必
ず
主
治
医
の
判
断
が
必
要
で
す
。

予
防
接
種
の
助
成
と
方
法

　

本
町
で
は
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
す
べ
て

の
方
を
対
象
に
予
防
接
種
費
用
の
４
分
の
１

を
助
成
（
次
の
①
～
③
に
該
当
す
る
方
は
全

額
助
成
）
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
医
療
機
関

お
よ
び
本
別
町
国
保
病
院
（
人
工
透
析
中
の

方
）、
陸
別
町
診
療
所
で
接
種
す
る
場
合
の

助
成
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
優
先
接
種
対
象
者
で
非
課
税
世
帯
に
該
当

　
　

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
役
場
福

祉
課
保
健
推
進
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
妊
娠
中
の
方

　
　

医
療
機
関
に
母
子
手
帳
と
健
康
保
険
証

等
の
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
中
学
３
年
生
と
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
方

　
　

12
月
１
日
付
け
で
送
付
し
た
証
明
書
を

医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

④
①
～
③
に
該
当
し
な
い
優
先
接
種
対
象
者

の
方

　
　

医
療
機
関
に
優
先
接
種
証
明
書
と
健
康

保
険
証
等
の
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

※
必
ず
医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
他
医
療
機
関
で
接
種
し
た
方
は
福

祉
課
保
健
推
進
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当
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優先接種対象者と予防接種スケジュール 平成21年12月18日現在

11　　月 12　　月 １　　月 ２　　月 ３　　月
妊 娠 中 の 方 11月16日接種開始

基礎疾患を有する方
11月16日接種開始（最優先疾患）

12月４日接種開始（その他の疾患）
１ 歳 ～ 就 学 前 12月４日接種開始
１歳未満児の保護者 12月17日接種開始
小学校１～３年生 12月17日接種開始
小学校４～６年生 12月17日接種開始
中 　 学 　 生 12月28日接種開始（年内は３年生を対象）
高 　 校 　 生 12月28日接種開始（年内は３年生を対象）
健康な65歳以上の方 詳細未定
健 康 な 一 般 の 方 　上記の優先接種対象者が終了し、ワクチンに余剰が生じた場合に接種可能



まちかどまちかどまちかど

8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

まちかどまちかどまちかど

　町内のへき地保育所（上利別保育所、芽登

保育所、螺湾保育所）で保護者が参加しても

ちつきが行われました。最初にお父さんたち

がお手本を見せた後、子どもたちは大きな声

を出して「よいしょ�」と力強くもちをつき

ました。つきたてのもちはみんなで丸めて、

おいしく食べました。

　㈱かちまいサービス・かちまい足寄主催の

第３回親と子のやまもりいっぱいおはなし会

が町民センターで開かれ約90人の親子が訪れ

ました。子どもたちは、町内の読み聞かせサ

ークルのスタッフなどから大型絵本やパネル

シアターのお話、手遊びや折り紙を使った紙

トンボ作りを楽しみました。

　足寄保育園どんぐり（新野都美子園長）で

第３回生活発表会が開催されました。子ども

たちは歌や踊り、劇、楽器演奏など練習の成

果を一生懸命披露しました。子どもたちの元

気いっぱいの姿に会場に詰め掛けたお父さん

やお母さんたちから大きな拍手が上がってい

ました。

　第31回歳末助け合いカラオケチャリティー

ショー（町カラオケ同好会主催、大須賀白会

長）が町民センターで開かれ、約３５０人が

訪れました。３部構成で披露された歌や踊り

に、満員の会場からたくさんの拍手が送られ

ていました。またショーの収益金７万円が町

社会福祉協議会に寄付されました。

　第29回足寄町当才馬品評会が愛冠の農協畜

産センターで開かれました。

・雄の部

　１等１席　只野幸一さ
ん（上足寄）の「豊号」

・雌の部

　１等１席　管野富夫さ
ん（稲牛）の「椿姫号」

・最高位賞　管野さ
んの「椿姫号」

11.18 当才馬品評会

11.15 自慢の歌声を披露

　國見勲さ
ん（南６条１丁目、写真左）が役場

を訪れ、安久津勝彦町長に中央共同募金会会

長表彰（奉仕功労者）の受賞を報告しました。

國見さ
んは、昭和45年から39年の長きにわたり

共同募金会足寄町分会の奉仕者として募金活

動に携り、これまでの活動が認められ受賞さ

れました。

　町青年協議会（遠藤浩一会長）が足寄ウェ

タスキウィン公園でイルミネーションの点灯

を行いました。「ここが好き。」と書かれた看

板と周辺の木々に飾り付けられた電球が、青

や黄に光っています。遠藤会長は「少しでも

多くの人の目に留まって、足寄町に興味を持

ってもらいたい」と話されました。

12.５ 保育園生活発表会

12.12 親子で楽しむ

12.５ イルミネーション点灯

12.11 活動が認められる

12. ９　螺湾保育所12. ４　上利別保育所

12. ２　芽登保育所

12.２-９ おもちをぺったん
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第24回
人と災害～正常性バイアス～

町民
防災講座

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
幸
多
き
１
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
防
災
講
座
も
丸
二
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
人
と
災
害
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
人
が
立
ち
入
ら
な
い
山
奥
で
地

滑
り
が
起
こ
っ
た
と
き
、
私
た
ち
は
そ
れ
を

「
災
害
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人

の
生
命
や
生
活
が
脅
か
さ
れ
た
り
被
害
を
受

け
た
り
し
た
と
き
、
災
害
が
発
生
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
災
害
は
人
の
暮
ら
し

が
あ
る
と
こ
ろ
に
発
生
し
ま
す
。

　

人
は
古
く
か
ら
こ
れ
ら
「
災
害
」
に
よ
る

悲
惨
な
体
験
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
を
理
解
し
、

克
服
し
よ
う
と
努
め
て
き
ま
し
た
。
自
然
と

と
も
に
生
き
て
い
た
い
に
し
え
の
人
々
は
、

人
間
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

自
然
の
力
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
れ
を

神
の
御
業
と
考
え
ま
し
た
。
日
本
や
世
界
の

多
く
の
神
話
に
は
、
神
が
人
間
に
下
し
た
罰

と
し
て
自
然
災
害
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
科
学
技
術
が
発
展
し
た
現
在
で
は
、
災

害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
々
に
解
明
さ
れ
、
完

全
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
雨

が
降
っ
て
洪
水
に
な
っ
た
り
、
地
震
が
発
生

し
て
住
宅
が
倒
壊
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
力
に
よ
る
直
接
的
な
危
険
が
軽
減

さ
れ
る
一
方
で
、
現
在
の
人
の
心
は
自
然
災

害
の
脅
威
を
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
、
危
険
に
対
し
て
鈍
感
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
は
、

自
分
の
力
で
自
然
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取

り
危
険
に
備
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

ま
た
人
の
心
は
、
予
期
せ
ぬ
異
常
や
危
険

に
対
し
て
あ
る
程
度
鈍
感
に
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
外
か
ら
の
刺
激
に
い
ち

い
ち
反
応
し
て
い
て
は
心
が
す
ぐ
に
疲
弊
し

て
し
ま
う
た
め
、
あ
る
一
定
の
強
さ
の
刺
激

ま
で
は
「
感
じ
な
い
」
よ
う
に
で
き
て
い
る

の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
危
険
が
迫
っ
て
い
る
状
況

下
で
も
人
の
心
は
安
定
を
維
持
し
よ
う
と
し

ま
す
。「
き
っ
と
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」「
実

際
は
何
も
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
解

釈
を
す
る
方
に
人
の
心
は
傾
き
ま
す
。
こ
れ

を
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
と
呼
び
ま
す
。

　

韓
国
の
テ
グ
市
で
２
０
０
３
年
に
発
生
し

た
地
下
鉄
火
災
で
は
、
パ
ニ
ッ
ク
を
恐
れ
た

車
掌
の
「
軽
い
事
故
が
発
生
し
た
よ
う
な
の

で
車
内
で
待
つ
よ
う
に
」
と
の
指
示
を
受
け

て
車
内
で
待
ち
続
け
、
多
く
の
乗
客
が
亡
く

な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
こ
り
ま
し

た
。
車
内
に
充
満
す
る
黒
煙
の
中
で
、
ハ
ン

カ
チ
を
口
に
当
て
な
が
ら
も
、
座
席
に
座
っ

て
じ
っ
と
し
て
い
る
乗
客
た
ち
は
、
車
掌
の

言
葉
に
よ
っ
て
「
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
確
信
を
持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

日
欧
米
の
避
難
に
関
す
る
研
究
で
は
、
災

害
の
危
険
が
迫
っ
た
と
き
に
発
せ
ら
れ
る
行

政
か
ら
の
避
難
の
指
示
や
命
令
に
対
し
て
、

実
際
に
避
難
す
る
人
は
い
ず
れ
も
50
パ
ー
セ

ン
ト
未
満
と
い
う
結
果
で
し
た
。
避
難
勧
告

や
避
難
指
示
が
発
せ
ら
れ
た
と
き
、
人
は
「
き

っ
と
何
も
起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
、

行
動
に
移
す
の
を
遅
ら
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」
は
と

き
に
致
命
的
な
判
断
ミ
ス
を
起
こ
す
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
当
然
、
災
害
が
起
こ
ら

な
い
の
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
し
、
何

も
起
こ
っ
て
い
な
い
時
か
ら
災
害
の
危
険
に

び
く
び
く
し
な
が
ら
暮
ら
す
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
「
正
常
性
バ
イ
ア
ス
」

の
存
在
を
知
っ
て
い
て
、
い
ざ
危
険
が
迫
っ

た
と
き
に
適
切
な
行
動
を
取
れ
る
と
い
う
こ

と
が
、
結
果
的
に
自
分
や
家
族
、
地
域
の
人
々

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
敵
と
も
な
り

う
る
こ
れ
ら
の
心
の
働
き
を
知
り
、
危
険
が

迫
っ
た
と
き
に
冷
静
に
正
し
い
判
断
が
で
き

る
よ
う
、
今
一
度
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
環
境
防
災
総
合
政
策
研
究
機
構

　
　
　
　
　
　

主
任
研
究
員　

伊
藤　

晋
）

詳　

細　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
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冬のミズナラ

町
か
ら
見
え
る
低
い

山
に
は
雪
が
積
も

り
、
そ
の
上
に
葉
を
落
と

し
た
棒
の
よ
う
な
木
々
が
、

高
い
山
に
は
樹
氷
が
立
ち

並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
冬
の
美
し
さ
を

見
せ
て
い
ま
す
。
北
海
道
で
標
高
の

高
い
場
所
に
生
え
る
ト
ド
マ
ツ
や
エ

ゾ
マ
ツ
は
常
緑
針
葉
樹
で
、
葉
の
寿

命
が
10
年
に
も
達
し
ま
す
。
足
寄
市

街
な
ど
北
海
道
の
低
地
や
本
州
東
北

地
方
な
ど
で
見
ら
れ
る
落
葉
広
葉
樹

は
毎
年
冬
に
葉
を
落
と
し
、
葉
の
寿

命
は
半
年
ほ
ど
で
す
。
一
方
、
西
日

本
は
常
緑
性
広
葉
樹
が
多
く
な
り
ま

す
。
樹
木
の
葉
の
寿
命
は
厳
寒
地
で

は
長
く
、
少
し
寒
い
所
で
は
短
く
、

暖
か
い
所
で
は
長
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
葉
の
光
合
成
能
力
と
生
産

コ
ス
ト
の
関
係
か
ら
説
明
で
き
ま
す
。

樹
木
は
葉
で
光
合
成
を
行
い
ま
す
。

葉
を
作
る
た
め
に
は
光
合

成
産
物
が
必
要
で
、
ま
た

老
化
に
よ
っ
て
光
合
成
能

力
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

稼
ぎ
が
生
産
コ
ス
ト
を
上

第65回『葉の寿命』
（九州大学北海道演習林　菱拓雄）

回
ら
な
い
と
樹
木
は
成
長
で
き
ま
せ

ん
。
暖
か
い
場
所
で
は
冬
の
間
も
光

合
成
生
産
が
可
能
な
の
で
、
葉
を
捨

て
ま
せ
ん
。
冬
が
厳
し
く
な
る
と
、

冬
の
間
は
生
産
で
き
な
い
の
で
葉
を

捨
て
ま
す
。
さ
ら
に
厳
し
く
年
間
の

生
産
が
少
な
く
な
る
と
、
な
け
な
し

の
稼
ぎ
で
作
っ
た
葉
を
捨
て
る
と
割

に
合
わ
な
い
の
で
、
丈
夫
な
葉
を
作

っ
て
大
事
に
長
く
使
う
の
で
す
。
冬

の
山
景
色
が
全
国
で
違
う
の
は
、
地

域
に
よ
っ
て
葉
の
最
適
な
運
用
方
法

が
違
う
か
ら
で
す
。

詳
　
細
　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

☎
25

－

２
６
０
８

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
は
ヘ
リ
ヤ
・
ム
ゥ
ア
カ
・

ム
ピ
ャ
と
い
い
ま
す
。「
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん

と
す
る
と
お
互
い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
よ
く
両
親
に
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
の
あ
い
さ
つ
は
日
本

と
は
違
い
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。

　

朝
、
職
場
へ
行
く
と
次
の
よ
う
な
会
話
が

交
わ
さ
れ
ま
す
。
「
お
は
よ
う
、
最
近
調
子

は
ど
う
だ
、
家
族
は
元
気
か
、
仕
事
は
ど
う

だ
、
万
事
順
調
か
」
そ
し
て
最
後
に
は
お
互

い
に
「
ア
サ
ン
テ
（
あ
り
が
と
う
）」
と
言

い
一
通
り
の
あ
い
さ
つ
が
終
り
ま
す
。
こ
の

長
い
や
り
と
り
が
会
う
人
そ
れ
ぞ
れ
の
間
で

行
わ
れ
る
の
で
、
あ
い
さ
つ
を
し
終
わ
り
オ

フ
ィ
ス
へ
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
し
ば
し
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
朝
か
ら
低
血
圧
で
目
が

覚
め
な
い
、
や
る
気
が
な
い
、
な
ど
と
言
っ

て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
う
っ
か
り
目
上
の
人

に
あ
い
さ
つ
を
し
忘
れ
る
と
「
あ
い
さ
つ
さ

れ
て
い
な
い
」
と
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
は
社
会
主
義
の
時
代

が
あ
り
「
誰
も
が
一
国
家
の
家
族
で
あ
り
助

け
合
い
生
活
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
」
と
い

う
相
互
扶
助
の
考
え
方
・
ウ
ジ
ャ
マ
ー
精
神

を
基
に
国
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ウ
ジ
ャ
マ
ー
の
良
き
慣
習
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
良
い
例
が
人

に
用
事
を
頼
む
際
の
や
り
と
り
で
す
。
日
本

語
で
は
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
い
用
事
を
伝

え
ま
す
ね
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
「
サ
マ
ハ
ニ

（
す
み
ま
せ
ん
）」
と
言
う
と
「
ビ
ラ
・
サ

マ
ハ
ニ
（
す
み
ま
せ
ん
は
い
ら
な
い
よ
）」

と
返
っ
て
き
ま
す
。
お
互
い
家
族
な
の
だ
か

ら
遠
慮
な
ん
て
す
る
な
、
と
い
う
意
味
が
込

め
ら
れ
た
す
て
き
な
返
答
で
す
。
隣
人
、
知

人
だ
け
で
は
な
く
、
す
れ
違
う
人
す
べ
て
に

あ
い
さ
つ
を
す
る
、
そ
し
て
誰
で
も
助
け
合

う
の
が
当
た
り
前
。
そ
ん
な
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

生
活
習
慣
、
す
て
き
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

そ
れ
で
は
３
月
号
で
ト
ゥ
タ
オ
ナ
ナ
（
ま

た
会
い
ま
し
ょ
う
）
。

 

村
落
開
発
普
及
員　

市
原
真
須
美

直
訳
す
る

と
「
家
族

の
絆
」
で

す
。
現
在

は
民
主
主

義
で
す
が

タ
ン
ザ
ニ

ア
人
に
は

ウジャマー精神を

引き継ぐ人たち
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募　　集

　町内の農業青年と交流を深め、

２泊３日のイベントを楽しみませ

んか。

日　　程　２月11日㈭－13日㈯
場　　所　帯広市および足寄町

内　　容　ボウリング、スノーシ

ュー、牛乳豆腐作り、

足型採取など

募集人数　10人程度（応募者多数

の場合は事務局で選考

します）

対　　象　農業・農村に興味のあ

る20歳以上の独身女性

参 加 費　３，０００円

申込期限　１月14日㈭
申込先・詳細 農業委員会事務局

 ☎２５－２１４１内線２８２

後期高齢者医療制度
住民説明会

確定申告は期間内に

　後期高齢者医療制度についての

説明会を行います。内容は制度に

関することや平成22年度からの新

しい保険料率に関することです。

併せて皆さんの意見をお聞きしま

すので、ぜひご参加ください。

日　時　１月14日㈭
　　　　午後２時－４時

場　所　とかちプラザ（帯広市）

対　象　どなたでも出席できます

※申し込みは特に必要ありません

が、会場の規模により定員にな

り次第、入場を制限させていた

だくことがあります。

詳　細　道後期高齢者医療広域連合

 ☎０１１－２９０－５６０１

申告受付期間

２月16日㈫－３月15日㈪
申告会場　役場会議室１

申告対象者

　平成22年１月１日現在において

足寄町に住所を有し、所得税、町・

道民税、国民健康保険税の確定申

告が必要な方。

留意事項

　給与・年金収入がある方につい

ては、源泉徴収票がないと申告で

きませんので、必ずお持ちくださ

い。なお、１年間納付した国民年

金保険料を社会保険料控除に含め

る場合は、社会保険庁から送付さ

れる控除証明書（はがき）が必要

となりますので、忘れずにお持ち

ください。

詳　　細

 役場住民課税務室賦課担当

 ☎２５－２１４１内線２３４

１１０番通報の
適切な利用をお願いします

　１１０番は事件・事故などが発

生した場合に警察へ緊急通報する

ための電話です。電話に出た警察

官の質問に慌てず落ち着いて正し

く答えてください。

　携帯電話で１１０番する場合、

移動中は通話がとぎれることがあ

るほか、車を運転しながらの通報

は法令違反となります。必ず安全

な場所に停止して通報してくださ

い。また警察官が早く現場に到着

できるよう、その場所の住所や目

標となる建物などを正しく伝えて

ください。

　なお、耳や言葉の不自由な方の

ために携帯電話のＥメール機能を

利用した通報システム「メール１

１０番」があります。携帯電話か

ら北海道警察のホームページに接

続した後、聴覚障害者等緊急メー

ル通報を選択し、画面に表示され

る質問に従って必要事項を選択も

しくは文字入力を行い、送信する

ことによって通報できます。

　急を要しない相談や照会などは、

警察相談電話＃９１１０または最

寄りの警察署、交番、駐在所へお

問い合わせください。

詳　　細 本別警察署地域係

 ☎２２－０１１０

農業青年婚活ツアー
参加者募集

町へ

・足寄信友会（石川勲会長）

から文化、スポーツ振興基

金として ２万円

善意のご寄付・ご寄贈
ありがとうございます

お知らせ

　税務署職員による還付申告の受

け付けを行います。所得税が還付

になる方は、次の日程で申告書を

提出することができますので、ご

利用ください。申告の際には源泉

徴収票など必要なものを忘れずに

持参するようお願いします。

日　　時　２月８日㈪－10日㈬
　　　　　午前10時－午後４時

　　　　　（正午－午後１時を除く）

場　　所　役場会議室１

詳　　細 十勝池田税務署

 ☎０１５－５７２－１１７１

確定申告により
所得税が還付になる方へ

　平成22年４月１日から労働基準

法が労働者の長時間労働の抑制や

健康確保、仕事と生活の調和を図

ることなどを目的に改正されます。

主な改正内容

①１カ月60時間を超える時間外労

働について法定割増賃金率を25

％から50％以上に引き上げ

②引き上げた法定割増賃金の支払

いに代えて、有給の休暇を付与

することが可能に

③特別条件付き時間外労働協定で、

限度時間を超える時間外労働に

対する割増賃金率が25％を超え

るように努める（努力義務）

④労使協定により１年に５日分を

限度として年次有給休暇を時間

単位で取得が可能に

※①②は中小企業の適用猶予あり

厚生労働省ホームページアドレス

http://www.mhlw.go.jp/topics/2008/
12/tp1216-1.html
詳　細 帯広労働基準監督署

 ☎０１５５－２２－８１００

労働基準法が改正されます

第29回しばれフェスティバル平成22年本別町成人式・成人の
つどいのお知らせ

　次の通り「平成22年本別町成人式・成人のつ

どい」を開催します。対象は平成元年４月２日

から平成２年４月１日までに生まれた方々で、

本別町に住民登録のない人でも参加できます。

日　　時　１月10日㈰　午後１時－

場　　所　本別町中央公民館大ホール

内　　容　受　　　　付　午後零時30分－

　　　　　式　　　　典　午後１時－

　　　　　記 念 撮 影　午後１時40分－

　　　　　成人のつどい　午後２時－

申込先・詳細

　本別町中央公民館内社会教育担当

 ☎２２－５１１１

　身体障害者手帳などの交付を受

けていなくても、所得税および地

方税の障害者控除を受けることが

できます。

対象者

①65歳以上で、身体などに障がい

があると町長が認定した方

※認定までには一定期間必要です。

②常に就床を必要とし、複雑な介

護を要する方（寝たきりの方）

詳　細

 役場福祉課保健福祉室福祉担当

 ☎２５－２１４１内線１４４

障害者控除認定について

　昨年、平成21、22年度発注分の

競争入札参加申請の受け付けを行

いました。まだ申請をされていな

い業者で入札参加希望のある場合

は中間年として受け付けを行いま

すので指名願を提出してください。

　詳細は町ホームページでもご覧

いただけます。

受付期限　２月１日㈪－26日㈮
提出先・詳細

 役場総務課契約財産室契約担当

 ☎２５－２１４１内線３４２

建設工事等指名願提出
（中間年）のお知らせ

足寄消防団出初式
分団名 日　　時 サイレン吹鳴 場　　所
第１分団 １月４日㈪午前10時－

午前８時

消防総合庁舎

第２分団 １月５日㈫午前11時－
大誉地老人健康
増進センター

第３分団 １月７日㈭午後１時30分－
芽登老人健康
増進センター

第４分団 １月５日㈫午後１時30分－
上利別老人健康
増進センター

第５分団 １月７日㈭午前11時－
上足寄老人健康
増進センター

　冬の夜空に花火が満開。真冬の祭典「しばれ

フェス」で皆さんのお越しをお待ちしています。

開 催 日　２月６日㈯－７日㈰
場　　所　陸別町宇遠別イベント広場

内　　容

　人間耐寒テスト、しばれ花火、ジャンボパチ

ンコ、ジャンボ滑り台、キャラクターショー、

大抽選会などいろいろ用意しています。

人間耐寒テスト参加者募集

・参 加 料　３，８００円

・定　　員　１５０人

・事前受付　１００人限定

・受付期間　１月12日㈫－16日㈯
申込先・詳細　陸別町役場産業振興課

 ☎２７－２１４１



編集後記

今月の表紙

　12月９日に行われた「螺湾保育所もち

つき」でのスナップです。

 （⇒８ページ）
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☆あけましておめでとうございま

す。今年も「広報あしょろ」を

よろしくお願いします。

☆昨年は、その年の世相を漢字一

字で表した「今年の漢字」に

「新」が選ばれたように、新政

権誕生などさまざまな新しいこ

とが始まった１年でした。

☆スポーツではイチロー選手や水

泳競技の新記録ラッシュなど多

くの活躍がみられました。今年

は２月にバンクーバーオリンピ

ック、６月にサッカーワールド

カップが行われます。日本人選

手たちの活躍に期待したいと思

います。

小泉　銀
ぎん

次
じ

ち
  ゃ
   ん

� （平成20年１月４日生まれ）

　車遊びが好きで、最近はお父

さんの体の上を走らせるのがお

気に入り。じいちゃんとの散歩

やばあちゃんの漬物が大好きな

銀次。男らしく優しい人になっ

てね。� 智英・礼子さ
んの子

� （郊南２丁目）
尾野　心

ここ

望
み

ち
  ゃ
   ん

� （平成20年１月21日生まれ）

　最近ダンスが大好きで、自分

で歌いながら踊っています。早

く妹のみさきと一緒に踊りたい

ね。

� 能広・由美子さ
んの子

� （北３条１丁目）

高橋　大
だい

悟
ご

ち
  ゃ
   ん

（平成20年１月８日生まれ）

　ショベル等の重機が大好きで、

見掛けると大興奮。歌や音楽に

合わせて踊ったり手拍子したり

します。動物も好きな大悟。元

気で優しい子になってね。

� 敦史・めぐみさ
んの子

� （南２条４丁目）

編集後記

掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで


